
【議会報告会 報告書】（地区：希望が丘） 担当：2班 

 ・開催日時：平成 29 年 8 月 6 日（日） 午後 7 時～午前 8 時 40 分 

・場 所：希望が丘老人憩いの家 ・参加者数：16 人（男 13 人、女 3 人） 

・担当議員名：二見 裕子（班代表、記録補助）、重光 俊則（記録） 、坂上 昌史（挨拶） 

佐古 員規（報告）、江川 慶子（進行）、 

～質疑応答・意見交換における主な発言～ 

(質問) 総務文教委員会と事業厚生委員会はそれぞれ何を担当しているのか？ 

(回答) 総務文教委員会は、人事、経理、教育、地域振興等を担当し、事業厚生委員会は、道路、

公園、水道、下水道、健康保険、福祉などを担当している。 

(質問) 各委員会の委員長の決め方はどうなっているか？ 

(回答) 各会派から各委員会委員が選出され、各委員会で委員長と副委員長を選出している。 

 (質問) 泉州山手線と岸南線の工事計画が示されたが、外環状線はかえって渋滞するのでは？  

(回答) 外環状線の渋滞が発生することがないように計画の根拠の調査や要望を強化していく。 

(質問) 泉州山手線の工事着手が具体的にいつになるのか情報を早く出して欲しい。 

(回答) 泉州山手線が通る希望が丘や自由が丘に、より具体的な計画がわかるような説明会を開催

することを町に要望します。 

 (質問) 小中学校のエアコン設置はどうなっているか？ 

(回答) 平成 28 年度に中学校 3 年生、平成 29 年度に中学校 1、2 年生、30 年度と 31 年度に小学

校に設置する方向で検討している。 

(質問) エアコンやトイレ設置で国や府の補助は受けられないのか？ 

 (回答) 国の補助を受けて設置しているところが多いが、熊取町は計画すら検討していなかったの

で補助は受けられなかった。また、トイレの洋式化についても他の自治体は耐震補強等に組

み入れて洋式化を進めてきているが、熊取町はやっと検討をする段階になった。 

(要望) 避難所で良好な生活環境の整備と質の向上がガイドラインに示されている。その中にトイ

レの設置と必要数の確保が示されている。先進自治体を視察して参考にして欲しい。 

(質問) 災害発生時に避難した時に停電が発生したらどうなるのか？ 

 (回答) 太陽光で通信等最低限の電源は確保できる。障害者や病弱者は、エレベーター等のある福

祉センターで受け入れるようになっている。 

(要望) 災害発生時に、民間企業に足を運んで協力を要請して欲しい。 

(質問) 町内の道路整備での最近の進捗状況は？  

 (回答) 最近は国の交付金が少なくなり、道路整備が遅れてきている。町内の道路整備は重要度と

緊急度に応じて工事実施の優先順位が決められている。 

(質問) 町内の歩道は一段高くなっているところが多いが？ 

 (回答) 歩道に関連した大型工事があるときに平坦化を行っている。今後とも改善要望は続ける。 

(質問) ひまわりバスの駅への乗り入れはどうなっているか？ 

 (回答) 駅西整備と関連付けて駅乗り入れが検討されている。南海バスとの交渉状況も含めて情報

開示に努めていきたい。 

(要望) ひまわりバスができるだけ駅近くに停車するようにして欲しい。 

(要望) 駅前に喫茶点などの店がないので、駅周辺の再開発を検討して欲しい。 

 (要望) 家の中でも防災関連放送を個別に受信できる装置を導入販売して欲しい、 
 


